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は じ め に

1988年9月19日 の昭和天皇の吐血以来,新

聞 ・テレビをはじめとするマスコミは,連 日

連夜,時 々刻々,詳 細な病状報道を繰 り広げ,

ニュースの時間だけでなく,定 期的な臨時ニ

ュースやテロップなどで野球放送 さえ中断す

るなど,わ れわれは,こ れに関心を持っ持た

ないにかかわらず,強 制的にかっ一方的な報

道にさらされた.宮 内庁,政 府,地 方自治体

は皇居前だけでなく 「ご快癒」を祈るための

記帳所を各地に設け,マ スコミは皇居に向か

って祈る人,記 帳する人などを繰り返 し報道

し,国 民総てが最大の関心事としているかの

の如 く報道合戦を展開した.マ スコミの天皇

フィーバーは地方紙の記者が疲労か ら死亡す

るほどであった.こ の天皇の吐血に端を発す

る異常ともいえる行動はマスコ ミだけでなく,

都内の大学では,大 妻女子大や柘殖大をはじ

め私大七校が大学祭を中止 し,"市 民まつり"

など各地の祭りや行事なども自粛させ られ,

また,"ま っり"で のバザー収入をあてにし

ていた福祉施設ばかりでなく,芸 能界やイベ

ント業界へ も少なからぬ経済的影響を与える

ほどであった.こ うした中で,マ スコミの異

常報道への批判 もではじめ,自 粛ムー ドへの

批判 もなされ,政 府 ・マスコミも天皇フィー

バーの トーンを下げ始めるなども見られた.

1989年1月7日 午前6時33分,昭 和天皇の

死去に伴い,政 府 ・マスコミは,あ らか じめ

のプログラムに従い,国 民に弔意を表すよう

に呼び掛け,テ レビは1月7日 及び1月8日

の2日 間,天 皇関連の特別番組だけの番組編

成とし,い わば壮大な報道実験(情 報操作)

を実施 した.産 業界の多 くもこの動きに同調

し,銀 行をは じめ百貨店などでは黒ネクタイ

などの喪章着用が行われ,商 店会で も正月用

の 「派手な飾り」を自粛させ られたりした.

政府は憲法違反の疑いのある葬儀を実施 し,

マスコミは大々的にその様子を報道 した.こ

うして,こ の4カ 月の間,わ れわれは天皇に

関するニュース ・報道に取 り囲まれ,何 らか

の形で天皇や天皇制について意識させられて

きた.

本調査は,こ ういう状況の中で,文 教大学

人間科学部学生を対象とするパネル調査とし

て,①1988年11月(1回 目),②1989年1月

(2回 目)の2回 にわたり実施 したものであ

る.主 な目的は,

1)本 来,民 主主義社会において,マ スコミ

は国民が興味 ・関心を持ち,知 りたいと思

っている事を中心に報道することが使命で

あり,あ る偏向した内容ばかりを報道する

ものではない筈であるが,今 回の報道は,

そういう"知 りたい要求"に 基づいている

ものであったと言えるのか,
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2)こ のマスコミの異常のフィーバーと世間

の自粛の動きを学生達はどう受け止めてい

るのか,

3)こ ういう事態の中で,学 生は天皇 ・天皇

制についてどう考えているのか,

4)マ スコミのこのような報道の洪水は学生

の意識にどういう影響を与えたのか,

をいくらかでも明らかにしようとするもので

ある.

1.調 査 方 法

人間科学部学生(1年 ～3年)を 対象に,

協力を得 られた人間科学部教員の担当する特

定の授業の受講生に,質 問紙法(自 記式)に

よるパネル調査を,1988年11月 と1989年1月

の2回 にわたって実施 した.質 問紙の配布 ・

回収は原則として授業時間内としたが,第2

回調査の一部(約50名)に ついては授業終了

後(当 日)の 回収箱への回収となった.

2.調 査 時 期

①第1回 調査は,1988年9月19日 の天皇吐

血ニュースの約1ケ 月半後で,吐 血直後か ら

の病状に関する詳細な報道が連日連夜 ・時々

刻 々と行われて,自 粛ムー ドも広が ったが,
一方次第にそれに対する批判も起 こるように

なり,新 聞では一面扱いか ら他面に移 ったり

テレビの扱いもやや鎮静化を見せは じめた時

期の1988年11月7日 と11月9日 に行われた.

②第2回 調査は,1989年1月7日 の天皇死

去直後か らはじまる2日 間のテレビ ・ラジオ

の特別編成番組,政 府による新元号の制定を

経て,政 府決定による 「大喪の礼」と 「葬場

殿の儀」の実施当日の1月24日 をはさむ1989

年1月23日 と1月25日 に行われた.

3.被 調査対象者(回 答者)

①回答者は人間科学部学生(1年 ～4年)

で表1に 示されるものであった.第1回 調査

で は,男100名,女182名,計282名 で,

第2回 調査では,男66名,女165名,計 £31名

であった.第1回 調査と第2回 調査の回答者

の同定は,そ れぞれの調査時点で記入 して も

らった(a)誕生月日(ex.10月18日)お よび,

(b)氏名イニシャル(ex.TU)に より,行 っ

表1.被 調査対象者(回 答 者)数

1年2年3年 計

男 女 男 女 男 女 男 女

第1回 調 査356946841929100182

第2回 調 査30752268142266165

1,2回 両方1950205981847127

(同 定 者)1547195781842122

少 な くも1回469448932533119220

在 籍 学 生 数66108641128785217305

たが,同 定 で きた回答者 は,男42名,女

122名,計164名 であった.第2回 調査で 「第

1回 調査に も回答」と した者 は,計174名

であったが,10名 が同定できなかった.

②本調査の第1回 および第2回 の少なくと

もいずれかに回答 した者は,1年 生で140

名,2年 生で141名,3年 生で58名,計339名

であった.こ れは,人 間科学部学生の,1年

生では80.5%,2年 生では80.1%,3年 生で

は33.7%,計64.9%に あたり,少 なくとも1

年生 ・2年 生の意見を代表するものと考えら

れるものである.

③また,本 調査では,回 答者の出身県や親

の職業などの属性は調査していないが,学 部

学生全体では,出 身県は東京20%,埼 玉20%,

千葉14%,神 奈川4%な ど関東地区が72%を

占め,北 海道 ・東北8%,中 部 ・北陸14%,

関西 ・中国 ・四国5%,九 州 ・沖1%で あり,

親の職業 としては,自 営業者(含,農 業3.5

%)が 約20%,会 社員が約45%,地 方公務員

が約15%,教 員が約10%,そ の他約10%で,

親の学歴は高校卒が大半を占め,会 社員 ・地

方公務員の親では管理職者は少ない.学 部学

生全体の学力水準は,入 試ランキングとして

は偏差値57～59で,全 国的には中の上である.

さらに,人 間科学部学生は全体として政治 ・

社会 ・経済に対する興味関心が薄く,自 治会

活動への参加率も低 く,反 面では個人的趣味

のサークルやボランティア ・サークルへの参

加率が高いという特徴をもっている.

これ らのことから,本 調査の回答者は,政

治意識的には,我 が国の大多数を占める 「ふ
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っうの学生」の意識をかなり代表するものと

考えることができそうである.

4.調 査 内 容

【第1回 調査】

1)マ スコミの天皇の詳細な病状報道の必要

性

r人間科学研究』文教大学人間科学部 第15号1993年 上杉 喬

【第2回 調査】

1)マ スコミの 「昭和天皇の追悼特別番組」

の必要性

・天皇吐血のニュースに接 しての態度

・皇居前での拝礼報道に接しての態度

・記帳所での記帳への態度

・記帳の動機

・天皇の哀悼番組の計画に対する態度

2)マ スゴミの天皇報道,世 間の自粛ムー ド

への意識

・マスコミの病状報道への態度

・世間一般の祭 りや行事の自粛に対する

態度

・自分達(文 教大学)の 学園祭自粛に対

す る態度

・自粛ムー ドの経済的影響に対する態度

・天皇 タブーの有無についての意識

3)天 皇 ・天皇制についての意識

・天皇の地位についての意識

・天皇の戦争責任についての態度

・天皇の影響力についての意識

・天皇制の在 り方についての態度

・年号についτの態度

4)天 皇 ・皇 太 子 ・皇 太 孫 の イ メ ー ジ

・天 皇 の イ メ ー ジ ・皇 太 子 の イ メ ー ジ

・皇 太 孫 の イ メ ー ジ

・昭和天皇死去のニュースに接 しての態

度

・皇居前での弔問の報道に接 しての態度

・記帳所での記帳への態度

・記帳の動機

・マスコミの2日 間の特別番組に対する

態度

2)マ スコミの天皇報道,世 間の自粛ムー ド

への意識

・マスコミの天皇報道への態度

・2日 間のテレビ・ラジオの視聴時間

・世間一般の祭 りや行事の自粛に対する

態度

・自粛ムー ドの経済的影響に対する態度

・天皇タブーの有無についての意識

3)天 皇 ・天皇制についての意識

・天皇の地位についての意識

・天皇の戦争責任についての態度

・天皇の影響力についての意識

・天皇制の在 り方についての態度

・年号についての態度

4)昭 和天皇 ・新天皇 ・新皇太子のイメージ

・昭和 天 皇 の イ メ ー ジ

・新 天皇 の イ メー ジ

・新 皇太 子 の イ メ ー ジ
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5.調 査結果(表2。 第1回 調査,表3.第

2回 調査)

1)今 回のマスコミ報道は"知 りたい要求"

に基づいているものであったか

われわれは家族や親類の者が重病であった

り,親 しい人や尊敬する人などが危篤と聞げ

ば,一 刻 も早く詳細に病状を知りたいと思 う.

また,そ うでなくても,そ の人の存在がわれ

われの生活や社会にとって重大な影響を持っ

場合にも,速 やかで詳細な情報を得たいと思

う.今 回のマスコミの病状報道と天皇死去後

の特別番組は,ま さにそういう形 と内容のも

のであっ『た.

①これに対し,第1回 調査の 「1.天 皇が

吐血されたというニュースに接 した時,ま ず

どのように感 じましたか」に対 して,"一 大

事だ早 く回復 して欲 しい ・かわいそう,早 く

なお って欲 しいと思 った"回 答者 は一握 り

(全体で8.4%)で,圧 倒的多数は"あ まり永

くないかもしれない ・う一ん,そ うかと思 っ

たがそれ以上は深 く考えなかった"(83.7%)

と自分とは関係のない他所事 とし,関 心をあ

まり持っていないことを示し,ま た,第2回

調査のrl.天 皇がなくなったという三ユー

ズに接 した時」に対 しても,"強 く動揺 して

いる自分に気がついた ・おいたわ しい事で,

残念なことだと思 った"は ほんの一部(10.1

%)で,"と うとう亡くなったのだなという

感 じ・やっときたかをまず感 じた ・これで自

粛ムー ドが広められることだろう"な ど天皇

の死去とその後の事態を社会的事実 としてと

らえる者が圧倒的(83.4%)で あった.

② この傾向は,第1回 調査の 「2.皇 居前

でのご快癒を願 っての祈檮や拝礼」や第2回

調査の 「2.皇 居前 に弔問者が続々とっめか

けた」という報道にどう思ったか,に ついて

も同 じで,"皇 居に行ったり,行 こうと思っ

た"者 は非常に少なく(第1回 調査で5.6%,

第2回 調査で15.厂7%),多 ぐは"抵 抗を感 じ

る ・違和感を感 じた"(第1・2回 とも39.3

%)と し,そ れに次いで"日 本人にはいろい

ろな人がいると感心 ・とくになんとも思わな

か った"「・とい う傍 観 派 や 無 関 心 派 も多 か った

(37.4%,38.4%)厂.

③ そ して 厂3.皇 居 や各 地 の記 帳 所 に い っ

たか 」ぞ は,"行 った ・行 こ う と思 った"者

は,第1回 調 査 で は6.4%,第2回 調 査 で

は増 えて17.1%で あ るが,そ の 「4.一 番 の

動 機 」 は"記 念 に な るか ら ・や じ馬気 分 ・好

奇 心 ・た また ま近 くまで 行 っ たか ら"と す る

者 が 大 多 数(66.7%,48.9%)尸 で,馳"ご 回 復

・ご冥 福 を 祈 って"の 方 が少 な か った(27 .8

%,38.3%).皇 居 な ど で の記 帳 の 内容 ・実

態 が マ ス コ ミの 意 識 的報 道 内 容 とか な り違 う

こ とが 分 か る.

以 上 か ら明 らか な こ と は,第1回 調 査 の

「6.天 皇Xデ ー の と き に は,NHKを は じ

め 民 放 各社 と も,2ん3日 の間,天 皇 に関 す

る報 道 や ドキ ュ メ ン トば か りに な り,音 楽 番

組 や 娯 楽 番 組 が 中 止 に な る とい わ れて い ます.

この よ うな動 き につ い て,あ な た は ど う思 わ

れ ま すか 」 に対 し,"当 然 で あ る"と 支 持 す

る もの は僅 か6.8%に す ぎず,圧 倒 的 多 数

(82.1%)は"や りす ぎだ ・必 要 な い"と し

て いた こ とに 見 られ る よ うに,天 皇 の病 気 に

端 を 発 し死去 に 至 って一 段 とエ ス カ レー トし

た今 回 の マ ス コ ミ報 道 は,国 民 の(少 な くと

も大 学 生 の)"知 りた い 要 求"と は掛 け離 れ

た もので あ った こ とで あ る.

2)こ の マ ス コ ミの 異 常 フ ィー バ ー と世 間 の

自粛 の動 き を学 生 達 は ど う受 け止 め て い た

か

1)に お い て,マ ス コ ミの異 常 フ ィー バ ー

が"知 りた い要 求"に 基 づ い た もの で はな い

こと,す なわ ち,意 図 的 な情 報 操 作 で あ る こ

とは 明 らか で あ るが,学 生 達 は これ らの 動 き

を ど う受 け止 め て いた の で あ ろ うか.

① まず,第1回 調 査 で み る と,「5.天 皇

の 病 状 報 道 を ど う思 うか 」 に対 し,"天 皇 に

関 す る報 道 だ か ら当然"(10.6%)厂 は少 な く,
"マ ス コ ミの報 道 は行 き過 ぎ

,ニ ュ ー スの 時

間 で 扱 う ぐ らい で よ い"(40.3%)が 多 く正

常 な感 覚 を 見 る こ とが で きる が,一 歩 踏 み 込

ん で"マ ス コ ミの 報道 は 異常,裏 に な にか あ
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る ・戦前の天皇制にもどそうとする意図を感

じる"(11.3%)と する者は少なく,"は じ

めの頃は行き過 ぎ,最 近の扱いぐらいなら良

い"(29.3%)と マスコミに対 して寛容な者

がかなりにのぼっていることが,む しろ注目

される.こ のことは,第2回 調査でも同じで,

「5.2日 間の特別番組を組んだマスコミの

在 り方」について,"天 皇が亡くなったのだ

から,当 然である"(7.9%)は 少な く,"哀

悼の意を表する番組 も必要だが,や りす ぎ

だ"(42.1%)が 多いこと,し か し,"ニ ュ

ースで扱えばよい,特 別番組は必要ない"と

するものも少なく,"す こしやりすぎだが,

非難するほどで もない"(27.2%)と マスコ

ミを認める者がかなりにのぼった.こ れらの

結果は,学 生達がマスコミに対 してかなり寛

容であり,マ スコミを批判的にとらえるに弱

く,異 常な報道の裏を見ることができないこ

とを示 している.

②次に,「7.日 本の各地でのお祭 りや行

事の自粛について」では,"自 粛するのが当

然"(第1回 調査0.4%,第2回 調査2.6%,

以下同様)は ほとんどいない.多 くの者は,
"お気の毒であるが

,行 事や祭 りにはそれぞ

れ理由も意義もあるのだから,自 粛云々はお

か しい"齟(59.4%,52.0%)と しており,さ

らに"天 皇の病気(死 去)と,わ れわれ国民

の行事や祭 りは,も ともと直接関係ないのだ

か ら,自 粛云々もおか しい"(22.3%,15.7

%)と 天皇と国民生活との無関係を強調する

者 もかなりいた.あ わせて"自 粛云々おかし

い"(81.7%,67.7%)が 大多数を占め,学

生が 自粛ムー ドに批判的であることが分かる.

この天皇の病気および死去を理由とする自粛

の押 し付け(自 粛ムー ドの広がり)は,戦 前

のように天皇が国民の家長であることを承認

せよという要求であ り,天 皇が家長であれば

自粛は当然であるという論理であるが,大 多

数の学生達が"天 皇の病気や死去と国民の行

事や祭 りが別である"と したことは,論 理的

には天皇が戦前のように国民の家長となるこ

とを拒否 したことになる.し か し,"自 粛が

当然"と する者はほとんどいないにしても,
"いき過ぎた自粛は問題だが

,祭 りや行事を

派手にやるのもおかしい"(13.4%,24.5%)

として,天 皇と国民 との関係を戦前に戻そう

とする働き掛け(自 粛ムー ド)に 対 して,無

防備な学生 もかなりいた.

③ この祭 りや行事の自粛に関し,第1回 調

査では調査の数日後にせまった自分達(文 教

大学)の 学園祭(11月ll日 ～13日)に ついて

「8.現 在,大 学の学園祭を中止 したところ

が大妻女子大や拓殖大をはじめ,私 学七校に

上 っています.文 教大学ではどうした ら良い

と思 うか」と訊ねた.結 果は,"学 園祭は自

粛 し中止すべきだ"は1名(0.4%)だ け

で,圧 倒的多数が"現状なら,予 定通 り実施"

(96.5%)で あった.こ れを前間の 「7.日 本

の各地での自粛」と比べると,そ こでは"祭

りや行事を派手にやるのもおか しい"(13.4

%)と した学生 も自分達の学園祭では"現 状

なら,予 定通り実施"と し,ま た 「7.日 本

各地での自粛」では"天 皇の病気 と国民の行

事や祭りは無関係"は23.3%で あったのに対

し,「8.文 教大学の学園祭の自粛」になると
"天皇の病気と学園祭 とは無関係"が45

.6%

となった.学 生達は自分達の学園祭では"天

皇の病気とは無関係""予 定通 り実施"と し

て自粛反対となるが,自 分達に直接関係のな

い日本の各地のことになると自粛を許容する

ようになる.学 生達の意見が論理的整合性よ

りも実利的 ・自分本位であることが窺われる.

④さらに,こ れが自分達 とは直接関係のな

い(と 思っている)「9.自 粛(服 喪)ム ー

ドによる経済的影響」になると,学 生達の自

粛(服 喪)ム ー ドに対する寛容さ ・無防備は

より一層目立つようになる.す なわち,"と

んで もないことだ"(24.5%,42.9%)と す

る者が少数になり,逆 に"困 ったことだが,

やむを得ない"(53.0%,35.4%),"皆 で我

慢 しなければならない"(12.8%,1.8%),
"自分とは直接には関係ない"(9

.6%,15.9

%)を あわせ許容的なものが多数(75.4%,

52.9%)を 占めるようになる.
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天皇 ・天皇制 につい ての意識調査

⑤ と ころで,こ の,昭 和 天皇 の 病 気 と死 去

を理 由 とす る マ ス コ ミの 異常 報 道 や 世 間 一 般

に広 め られ た 自粛 ム ー ドは,天 皇 批 判 は許 さ

れ ず 天 皇 を特 別 な存 在 と して 冒 して は な らな

い もの で あ る とい う雰 囲 気 を作 り出す もの で,

国民 の 間 で の天 皇 タブ ーを 強 あ る もの で あ っ

た と言 え る.rlO.天 皇 タ ブー が今 の 日本 に

あ る と思 い ます か 」 に対 す る学 生 の 回答 は,
"非 常 にあ る と思 う"(第1回 調 査18

.7%,

第2回 調 査21.6%)も か な りい るが,多 数 は
"い く らか あ る と思 う"(47

.1%,49.3%)

とす る もの で,"わ か らな い"82.7%,19.4

%)も か な りの 数 に上 った.今 回 ほ ど明 白 な

マ ス コ ミの意 図 的 な 報道 を経 験 して も,多 く

の 学 生 は"い く らか あ る"や"わ か らな い"

(69.8%;68.7%)の ままで,そ の 意 図 に鈍

感 で 無 防備 な ま まで い る こ とが 分 か る.

3)こ う い う事 態 の なか で,学 生 は天 皇 ・天

皇 制 に つ いて ど う考 え て い るの か

① まず,「11.天 皇 の 地位 」で あ るが,大

多 数 は"元 首 で は な い"(72.9%,75.1%)

と し,"元 首 で あ る"(10.7%,9.7%)は わ

ず か で あ った が,"わ か らな い"(16.4%,

15.3%)が か な りい る こと に注 目さ せ られ る.

② つ ぎ に,rl2.天 皇 の戦 争 責任 」 につ い

て は,積 極 的 に"戦 争責 任 はな い"(1.1%,

2.2%)と す る者 は ご く僅 かで あ るが,明 確 に
"戦 争 責 任 はあ る"(23

.6%,25.0%)と す

る者 も少 数 で あ った.最 多数 は"日 本 人 全 体

に責 任,天 皇 ばか りを 責 め られ な い"(37.1

%,37.7%)で,こ れ を 含 め"天 皇 は む しろ

犠 牲 者"(11.1%,12.3%)や"い ま問 題 に

す べ きで は な い"(13.6%,10.5%)な ど,

天 皇 の戦 争 責 任 を あ い ま いに し免 罪 す る意 見

(51.8%,50.4%)が 過 半 数 を 占 め た.学 生

達 の 中 に 政 府 ・マ ス コ ミの 意 図が 見事 に 浸 透

して い る こ とが 窺 わ れ る.

③ ま た,「13.天 皇が 国 の 政 治 や 経 済 に ど

ん な 力 を 持 って い る と思 うか 」 で は,最 多 数

は"現 在,影 響 力 はな いが,利 用 しよ う とす

る も の が い れ ば,大 き な 影 響 力 を 持 っ"

(38.0%,43.0%)で,天 皇 が 政 治 的 に利 用

され る可 能 性 を 感 じて い る者 の 多 い ことが 分

か る.し か し,そ の よ うな 可 能性 に は無 頓 着

に"ほ とん ど何 の 力 も影 響 力 も持 って い な い"

(30.8%,27.2%)と す る無 防 備 で 鈍感 な者

もか な りい る こと も示 され て い る.ま た反 対

に す で に"政 治 や 経 済 にか な りの 影 響 力 ・政

治 に は そ れ な り の 影 響 力 を 持 っ て い る"

(22.4%,21.5%)の よ うに天 皇 の 影響 力 に

つ い て 誤解 な い し誤認 して い る学 生 も少 な く

な か った.

④ 「14.天 皇 制 の あ り方 と して,今 後 ど う

あ る方 が よい と思 うか 」 で は,"現 在 よ り も,

もっ と権 威 の あ る もの にす る"(0.0%,0.4

%)は ほ ぼ0で,戦 前 に近 い 天皇 制 を支 持 す

る もの は いな い.ま た,反 対 に"天 皇 制 は廃

止 した 方 が よ い"(16.1%,11.9%)と す る

者 も少 数 で は あ るが,現 状 を 肯 定 す る"現 在

ぐ ら い の 政 治 的 な 影 響 力 と権 威 が よ い"

(26.4%,28.6%)と す る者 も多数 で はな い.

全 体 と して 学 生 達 の多 数 意 見 は,象 徴 天 皇 は

そ の ま ま に して,"憲 法 を 厳 密 に守 る"な い

し"形 式 的 な象 徴 と して国 事 行 為 も も っと 限

定"(あ わせ て,45.0%,47.1%)と い う こ

とで あ り,天 皇 制 廃 止 を含 めれ ば 天 皇 の影 響

力 を で き るだ け 限 定 な い し制 限す るべ き と考

え て い る者(あ わ せ て,61.1%,59.0%)が

過 半 数 を 超 え る こ とが 分 か る.

⑤ 今 回,天 皇 の 死 去 に伴 う新 年 号 の 制定 に

あ た って 政 府 が そ れ を 一 大儀 式 と し,マ ス コ

ミが 大 々的 に報 道 した こ とに 見 られ るよ うに,

天 皇 お よ び天 皇 制 の問 題 と年号 制 とは一 体 の

もので あ る.し か し,「15.年 号 は,こ れ か

ら もあ っ た方 が よ いか 」 に対 す る学 生 の 反 応

は,前 間 で 天 皇 の影 響 力の 拡 大 を好 まな い と

い う傾 向 とはか な りの違 いを 見 せて いた.す

な わ ち,"廃 止(8。5%,10.5%)と"公 文 書

に 義務 づ け る の は反 対"(10.3%,11.8%)

を 合 わ せ て も年 号 制 に批 判 的 な者(18.8%,

22.3%)は 少 数 で,積 極 的 に"あ った方 が よ

い"(38。9%,38.0%)の 方 が 多数 で あ った.

天 皇 制 問 題 に関 す る学 生 の寛 容 さ ・無 防 備 な

こ とが こ こで も示 され て い る.
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表2.天 皇 に 関 す る ア ン ケ ー ト結 果(88.11実 施)

QL天 皇 をあ ぐるマ ス・ ミの騨 フ・一・・、 ご根拠 はあ るか1
全体 男 女

〔人数〕282100182 全体 男 女

【1.天 皇 の吐血のニ ュースに接 して まず思 った こと】 %%% 【6.天 皇Xデ ーの ときに哀悼番組 の計 画について】 %%%

1.こ れ は大 変,'一 大事 だ,早 く回復 して欲 しい.
2.か わ いそ う,早 くな おって欲 しい.
3.お 年だか ら,あ まり永 くはないか も しれ ない.

4.う 一ん,そ うか と思 ったが,よ り深 くは考 えなか った,
5.そ の他

4.23.04.9
4.22.05.5

68.962.072.7
14.822.010.9
7,811.06.0

1.当 然であ る.
2.哀 悼 の意を表す る番組 も必要 だが,や りす ぎだ.
3.ニ ュースで扱えば よい,特 別番組 は必 要ない.

4、 その他

6.83.18.8
66.758.271.3
15.420.412.7
11.118.47.2

【2.そ の後 の皇 居前での祈構 や拝礼の報道 を見 て】

【7.お 祭 りや行事の 自粛 につ いて】

1.自 分 も皇居 に行 って,ご 回復 を祈 った.

2.皇 居で ご回復 を祈ろ うか と思 ったが,行 って ない.
3.ご 回復を ねが う気持 ちは自分 も同 じだが,皇 居 に向か って

祈 るの は抵抗 を感 じる.
4.写 真な どで知 る戦前を見 るよ うで,違 和感 を感 じた.
5.日 本人 にはいろいろ な人が いる ものだ と,感 心 した.

6.と くになん と も思わ なか った.
7.そ の他

』1
.11,01.1

4.22,05.5

17.08.021.9
22.323.021.9

30.734.029.0
6.711.04.4
18.021.016.4

1.
2.

自粛す るのが当然であ る.
いき過ぎた自粛は問題だが,祭 りや行事を派手にやるの も
おか しい,ほ どほ どが良 い.

3.天 皇 の ご病気はお気の毒であ るが,行 事 や祭 りに はそれ ぞ
れ理 由 も意義 もあ るのだか ら,自 粛云 々はおか しい,

4.天 皇 の病気 と,わ れわれ国民の行事 や祭 りは,も ともと直

接 関係 ないのだか ら,自 粛云 々もおか しい.
5.そ の他

0.41.00.0

13.410.015.3

59.453.062.8

22.330.018.0

4.66.03.8

【3.皇 居を は じめ各地の記帳所 に記 帳に行 きま したか】

【8.文 教 大学 の学 園祭は どうした ら良 いか】

1,行 った.

2.こ れ か ら行'こ う と思 って い る.

3,行 って な い,多 分 これ か ら も行 か な い,

4.行 こ う と思 わ な い.

3.94.03.8
2.50.03.8
42.434,047.0
51.262.045.4

【4,記 帳に行 った(行 こうと思 ってい る)一 番の動機 は】

1.学 園祭 は自粛 し,中 止すべ きだ.
2,天 皇が 万一の時には 自粛 し中止すべ きだ.
3.万 一 の場 合には,大 騒 ぎは 自粛 して,整 然 と実施.
4.天 皇 の病気 と学 園祭 とは無関係.予 定通 り実施 すべ き.
5.世 間の自粛 ムー ドを打ち破 るため にも,予 定通 り実施

6.そ の他

0.41.00.0

21.218.023.0

20.514.024.0

45.651.042.6

9.211.08.2

$.25二 〇2.2

1.ご 病 気の回復 を心 か ら願 って.
』2

.だ れで も病気 の人はかわ いそうだか ら.
3.人 生 に一度の でき ごとで記念 になるか ら.
4.な ん とな く,や じ馬気分のつ よいほ うだか ら.
5.た またま近 くまで行 ったか ら.・
6.そ の他

11.10.014.3
16.725.014.3
38.925.042,9
5.6=0.07.1
22.225.021.4
5.625.00,0

【.9.自 粛 ムー ドによる,'経 済的影響】

1,ご 病気 なのだか ら,皆 で我 慢 しなけれ ばならない.
2.困 ったことだが,や むを得ない.

3.と んで もない.政 府は何等かの手を打つべ きであ る,
4.と んで もないことだ.こ うい う悪習を破 るために,自 分 も

含 め,な にか しなけ・ればな らない,と 思 う,
5.自 分 とは直接 には関係 のない ことだ と思 う,

12.87,00.0
53.050.016.0
16.721,054.7

7.89.014.4
9.613.07.2

QH.学 生は この異常 フ ィーバ ーをと う受 け止めて いるか 【10.天 皇 タブーは今 の 日本にあ るか】

【5.マ ス コ ミの連 日の天皇の病状報道 】

1.天 皇 に関す る報道 だか ら当然で ある.』
2.は じめの頃 は行 き過 ぎ,最 近の扱 い ぐらいな ら良い.
3.マ スコ ミの報道 は行 き過 ぎ.ニ ュースの時間位でよ い.
4,マ スコ ミの報道 は異常,裏 に何か あるよ うだ,

5.戦 前 の天皇制 にもどそ うとす る意図 を感 じる.
6.そ の他

10,68.012.0

29.318. .035.5

40.344..038.3

6.79.05.5

4..67.03.3

8,514.0・5.5

1.非 常 に あ る と思 う.

2.い くら か あ る と思 う.

3.ほ とん ど な い と思 う,

4。 全 くな.い と思 う.

5.わ か ら な い.

18.727.014.0

47.147.047.2

10.8』7,0ユ2.9

0。70501.1

22.7・19.024.7
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lQ皿.天 皇 ・天皇制についての牲 の意副 全体 男 女

【11.天 皇の地位】 %%%

1.天 皇 は 日本国 の元首 であ る.・
2.日 本 国民統 合の象徴 だか ら,実 質的 に元 首に同 じ.

3.天 皇 の国事行為 には,外 国の元首(大 統 領)が 行 うことが
多 く含まれ,・実質 的に元首に同 じ.
天皇 は国政 に関す る権能 を持たず元首で はない.4.

5.天 皇 が行 う国事行為 はすべて内閣の助言 と承認によ り,為
されるのだか ら,外 国の元首(大 統領)と は違 う.

6.わ か らない.

0.71.00.6
8,26.09.4

1.84,00.6

37.043.033.7

35.934.037.0
16.412.018.8

【12.天 皇 の戦争責任】

1.悪 いのは,軍 部の好戦派,天 皇 はむ しろ犠牲者.
2.天 皇 はむ しろ平和主義者 であ り,戦 争責任 はない.
3.日 本人 全体に責任,天 皇 ばか りを責め られない.
4.天 皇 に も戦 争責任 はあるが,い ま問題 にすべ きではない.
5.当 然,戦 争 責任 はある.

6.わ か らない.
7.そ の他.

11,1'12.010.6
1.10.01.7

37.128.042.2
13.613.013.9
23.637.016.1
6.13,07.8
7.57.07.8

【13.天 皇の,国 の政治や経済 への影響力】

1.ほ とん ど何 の力 も影響力 も持 っていな い,
2.影 の存在 と して,政 治 ・経済 にかな りの影響 力.
3.経 済 にはないが,政 治 にはそれな りの影響 力。
4.利 用 しよ うとす るものが いれば,大 きな影響 力を持 つ.
5.わ か らない.

6.そ の他

30.826.033.5

10.413.08.9
10.010.010.1
38.040.036.9

7.57.07.8
3.24,02.8

【14,今 後の天皇 制の在 り方】

1.天 皇を現在 よ りも,も っと権 威あ るもの にす る.
2.現 在 ぐらいの政 治的な影響 力 と権威が よい.
3.憲 法で決 めてい る象徴天皇 の立場 と地位 を厳密 に守 る.

4.形 式的 な象徴 として,国 事行 為 ももっと限定が よい.
5.天 皇制 は廃止 した方が よい.
6.わ か らない.'

0.OO,00.0

26.417.031.7

24.6・24.025。0

20.426.017.2

16.122.012.8

12.511.013.3

【15.年 号 は,こ れか らもあ った方がよいか】

1.あ った ほ方が よい.
2.あ って もよいが,べ つ にな くて もよい.
3,あ って もよいが,公 文書 に義 務づけ るの は反対.
4,西 暦があれ ばよいので,廃 止 した方がよ い,
5.わ か らな い.
6,そ の他

38.3

36.9

10,3

8.5

3.2

2。8

30.042.9
39.035.7
8.011.5
15.04.9
2.03.8
6,01.1

1餌 天皇 ・皇太子 ・皇太孫についてのイメーヨ 全体 男 女

【16.天 皇の イメージ(複 数選 択)】 %%%

1.敬 愛を感 じて いる.
2,親 しみを感 じて いる.

3.か わい いお じいさん,と い う感 じがっよい.
4.あ こがれを感 じて いる.
5.無 関心,無 関係で ある.
6.あ ま り良 い感 じで はない.
7.き らいだ.
8.こ わい感 じがす る.
9,か わいそ うな人 という感 じがす る,
10.そ の他

7,57.07.7

14.ハ8.017.7

26.U'、033.7

0.00.00。0

26.032.022,7

12.521.07.7

7,513,04.4

0.72.00.0

.56.257.055.8

17。117.017.1

【17.皇 太子の イメー ジ(複 数選択)】

1.敬 愛を感 じてい る.
2.』親 しみを感 じてい る.
3.か わいいお じさん,と い う感 じが っよい,
4.あ こがれを感 じてい る.
5.無 関心,無 関係であ る.

6.あ ま り良い感 じではない。
7,き らいだ.
8.・ こわい感 じがす る.
9.か わいそ うな人 とい う感 じがす る.
10.そ の他

3.93.04.4
11.47.113.8
11.47.113.8

Q.00.00.0
47.945.549.2
18.223.215.5
5.711.12.8
0.00.00.0

47.149.545.9
20.723.219.3

【18.皇 太孫,浩 宮のイ メー ジ(複 数選択)】

1.敬 愛 を感 じている.
2.親 しみを感 じてい る.
3.か わいい人,と い う感 じがっ よい.
4.あ こがれを感 じてい る.
5.無 関心,無 関係 であ る.

6.あ ま り良 い感 じではない,
7.き らいだ,
8.こ わい感 じがす る,
9.か わいそ うな人 とい う感 じがす る.

10,そ の他

4,35.13.9
13.614.113.3
3.62,04.4

1.42.01.1
45.744.446.4
21,418.223.2
12.515,211.0

0.40.00.6
36.139.434.3
25.028.323.2
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表3.天 皇 に 関 す る ア ン ケrト 結 果(89..1実 施)

匣 ・天皇 をめ ぐるマス・ ・の贈 ・・一・・一に根拠は1全 体 男 女 、
〔人数〕23166165 全体 男 女

【1,昭 和天皇 死去のニ ュースに,ま ず思 ったこと】 %%%

1.強 く動揺
2,お いたわ しい,残 念 なことだ と思 った,
3.そ れ なりに緊張感,と うと う亡 くな った とい う感 じ.
4.や っときたか,と い うことをまず感 じた.

5.マ ス コ ミや世 間が大騒 ぎ し,自 粛 ムー ドが広 め られた,
6.そ の他

5.74.76.1

4.40.06.1

40.632.843.6

34.542.231.5

8.39。47.9
「6

.610.94.8

【6.「 今回のマス コミの動 きは戦前 の天皇 制に もど
そ うとす る動 きにつなが る」とい う意見につ いて】

【2.そ の後の皇居前 での弔問の報道 を見て】

%%%

1.天 皇 は特別な存在なのだか ら当然 である,
2,象 徴天皇 だか ら特別番組なので,心 配 の必要 はない。
3.あ ま り過敏 にな らな くて も良い.

4.裏 になにかあるよ うな気 もす るが よ く分 か らない.
5.戦 前 の天皇制 に もどそ うとす る動 きにつ ながるか も.
6.そ の他

1.73.11。2

21.417.223.0

46.742.248.5

15.717.215.2

10.912.510.3

3.57.81.8

1,自 分 も皇居 に行 って,ご 冥福 を祈 った.
2. .皇 居で ご冥福 を祈 ろ うか と思 ったが,行 って ない.
3.ご 冥 福を祈 る気持 ちは 自分 も同 じだが,皇 居 に向か って祈

り,記 帳す るの は抵抗 を感 じる.
4.写 真 な どに見 る戦前 を見 るようで,違 和感を感 じた.
5.日 本 人に はい ろいろな人が いる ものだと,感 心 した.
6,と くになん とも思 わなか った,
7.そ の他

3.93.14.2
11.812.511.5

28.828.129.1

10.514.『19.1

24.021.924.8

14,412.515.2

6.67.96.1

【7.ど.の 位TV・ ラ ジオの番組 を視聴 したか】

1.ほ とん どず っとor1月8日 深夜 までの大半.
2.い つ もよりは,か な り長 時間視聴 した,
3,1月7日 はか な り,8日 あま り視聴せず,
4,い くっかの番組 を選 んで視 聴 した.

5,は じめ は視聴,あ とは視聴 するのをやめた.
6,こ の2日 間 は,ほ とん ど視 聴 しなか った.

3.13.13.0
13.514.113.3
17.59.420.6
11,417,29.1

28.832.827.3
19.220.318.8

【3.皇 居 をは じめ各地 の記帳所 に行 きま したか】

【8.お 祭 りや行事の 自粛 について】

1.皇 居(ま た は記帳所)に 記帳に行 った.
2.皇 居 に行 ったが,記 帳 は しなか った.
3,記 帳 に行 こうと思 ったが,行 けなか った.
4,記 帳 は別 で,皇 居 にと思 ったが,行 けなかった.
5.行 って いない.そ うい うことに興味が ない.
6,行 こ うと思わな い.そ うい うことには反対 であ る.

4.83.15.5

1.31.61.2

11.010.911.0

3,96。33.0

68.462.570.7

10、515.68.5

【4。 皇居 や記 帳に行 った(行 こうと思 った)一 番 の動機】

1。 自粛す る・のが当然で ある.2,64,71.8「
2.い き過 ぎた 自粛 は問題だが,派 手 にや るの はおか しい.何

等かの哀悼の意を示すべ きで ある.24.517.227.3
3,1天 皇の死去 はお気の毒で あるが,各 種 行事 はそれぞ れ理 由

も意義 もあ るのだか ら,自 粛云 々はおか しい.52,046,953,9
4.天 皇の死去 と,わ れわれ国民の各種行事 は,も ともと直接

関係ないのだか ら,自 粛云 々はす じが違 う.15.725.012.1
5.そ の他5.26.34.8

1.ご 冥福 を心 か ら願 って,
2.多 くの人 が行 くか ら自分 もと思 って.
3.人 生 に一度 ので きごとで記 念にな るか ら,
4.ど ちらかとい うと,好 奇心,興 味関心か ら.
5.た また ま近 くまで行 ったか ら.
6.そ の他

38,330.841.2

2.10.02.9

21.315.423.5

17.038.58,8

8.57。78.8

12.87.714.7

【9.全 国的な服喪ムー ドによる経済的影響 】

IQ・.学 生 は・の騨 ・・一バ ーをど う受 趾 めて いるか1

1.天 皇 が亡 くな ったのだか ら,.皆 で我慢す べきだ.1
2.困 った ことだが,や むを得な い.

3.と んで もない.政 府は何等かの手を打つ べきである.
4.と んで もない ことだ.こ うい う悪習 を破 るために,自 分 も

含 め,な にか しなければな らな いと,思 う.
5.自 分 とは直接 には関係のない ことだ と思 う.
6.そ の他

1.84.80.6
35.428.638,0
31.034.929,4

11.917.59.8

、15.911,117.8

4.03.24.3

【10.天 皇 タブーが今の 日本にあ るか】

【5,こ の2日 間のマ スコ ミ特別番組 の在 り方 につ いて】

1.天 皇が亡 くな ったのだか ら当然 であ る.
2,す こしや りす ぎだが,非 難す るほどで もない.
3.哀 悼の意を表す る番組 も必要 だが,や りす ぎだ.

4.ニ ュースで扱 えばよい。特別番組 は必要 ない.
5.そ め他

7.99.47.3
27.223.428.7
42.135.944,5
12.315.611.0

10.515.68.5

1.非 常 に あ る と 思 う.

2.い くらか あ る と思 う.

3.ほ とん ど な い と思 う,

4.全 くな い と思 う.

5.わ か らな い.

21.631,717.7
49.336.554,3
9,711.19.1
0.00.00.0
19.420.618.9
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14.0 
27.4 
33.5 
0.6 
14.6 
6. 1 
2.4 
0.0 

61. 0 
10.4 

男

% 

15.6 
28.1 
18.8 
3.1 

26.6 
3.1 
6.3 
0.0 

51. 6 
10.9 
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6. 1 
25.0 
9.8 
0.0 

31. 1 
7.3 
1.8 
0.0 

27.4 
11. 6 

6.3 
14. 1 
7.8 
1.6 

40.6 
10.9 
7.8 
0.0 

28.1 
14. 1 

6.1 
21. 9 
9.2 
0.4 
33.8 
8.3 
3.5 
0.0 
27.6 
12.3 

2.4 
20.6 
1.8 
1.2 

35.2 
16.4 
7.9 
0.6 
17.6 
9. 1 

4. 7 
12.5 
3. 1 
1.6 

39.1 
25.0 
15.6 
0.0 

28.1 
7.8 

3.1 
18.3 
2.2 
1.3 

36.2 
18.8 
10.0 
0.4 
20.5 
8.7 

|Q町 天皇・皇太子・皇太孫についてのイメージ|

【16. 天皇のイメージ】

1.敬愛を感じている.
2.親しみを感じている.
3. かわいいおじいさん，という感じがつよい.
4. あこがれを感じている.
5.無関心，無関係である.
6. あまり良い感じではない.
7. きらいだ.
8. こわい感じがする.
9.かわいそうな人という感じがする.
10. その他

【17. 新天皇のイメージ1

1.敬愛を感じている.
2.親しみを感じている.
3.かわいいおじさん，という感じがつよい.
4.あこがれを感じている.
5.無関心，無関係である.
6. あまり良い感じではない.
7. きらいだ.
8. こわい感じがする.
9.かわいそうな人という感じがする.
10. その他

【18. 新皇太子，浩宮のイメージ】

1.敬愛を感じている.
2. 親しみを感じている.
3.かわいい人，という感じがつよい.
4. あこがれを感じている.
5. 無関心，無関係である.
6. あまり良い感じではない.
7. きらいだ.
8. こわい感じがする.
9. かわいそうな人という感じがする.
10. その他

女
一
%
一

M
U

4.4 6.3 3.6 
38. 0 42. 2 36. 4 

37. 1 32. 8 38. 8 
15. 3 12. 5 16. 4 

12.7 
1.8 

41. 2 
10.9 
23.6 
5.5 
4.2 

11. 1 
3.2 
28.6 
9.5 

28.6 
11. 1 
7.9 

12.3 
2.2 
37.7 
10.5 
25.0 
7.0 
5.3 

26.7 
7.9 
12.7 
42.4 
9.7 
0.6 

28.6 
15.9 
7.9 
44.4 
3.2 
0.0 

27.2 
10. 1 
11. 4 
43.0 
7.9 
0.4 

0.0 
30.5 
37.2 
11. 0 
9.1 
12.2 

1.6 
23.8 
25.4 
19.0 
19.0 
11. 1 

0.4 
28.6 
33.9 
13.2 
11. 9 
11. 9 

42.4 
37.6 
12.7 
4.2 
3.0 
0.0 

26.6 
35.9 
9.4 
26.6 
0.0 
1.6 

38.0 
37.1 
11. 8 
10.5 
2.2 
0.4 

|Qill 天皇・天皇制についての学生の意識|

【11.天皇の地位】

1.天皇は日本国の元首である.
2. 日本国民統合の象徴だから，実質的に元首に向じ.
3. 天皇が行う国事行為には，外国の元首(大統領)が行うこ

とが多く含まれ，実質的に元首に同じ.
4. 天皇は国政に関する機能を持たず元首ではない.
5. 天皇が行う国事行為はすべて内閣の助言と承認により，為

されるのだから，外国の元首(大統領)とは違う.
6. わからない.

【12. 天皇の戦争責任】

1.悪いのは，軍部の好戦派，天皇はむしろ犠牲者.
2. 天皇はむしろ平和主義者であり，戦争責任はない.
3. 日本人全体に責任，天皇ばかりを責められない.
4.天皇にも戦争責任はあるが，いま問題にすべきではない.
5. 当然，戦争責任はある.
6. わからない.
7.その他

【13. 天皇の，国の政治や経済への影響力】

1.ほとんど何の力も影響力も持っていない.
2.影の存在として、政治・経済にかなりの影響力.
3.経済にはないが，政治にはそれなりの影響力.
4. 利用しようとするものがいれば，大きな影響力を持つ.
5. わからない.
6. その他

【14. 今後の天皇制の在り方】

1.天皇を現在よりも、もっと権威あるものにする.
2. 現在ぐらいの政治的な影響力と権威がよい.
3. 憲法で決めている象徴天皇の立場と地位を厳密に守る.
4. 形式的な象徴として，国事行為ももっと限定がよい.
5. 天皇制は廃止した方がよい.
6. わからない.

【15. 年号は，あった方がよいか】

1.あった方がよい.
2. あってもよいが，べつになくてもよい.
3. あってもよいが，公文書に義務づけるのは反対.
4. 西暦があればよいので，廃止した方がよい.
5. わからない.
6. その他
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4)昭 和 天 皇,現 天 皇,現 皇 太 子 の イ メー ジ

本調 査 で は,昭 和 天 皇 の イ メー ジに加 え,

後 継 者 で あ る現 天 皇 と現 皇 太 子 の イ メー ジを

も合 わ せ 調査 した.こ こで 扱 う イ メー ジは基

本 的 に 「好 ま しさ 」 な い し 「プ ラ スvs.マ イ

ナ ス感 情 」 を 軸 とす る感情 イ メ ー ジで あ った.

調 査 しだ9の イ メ ー ジ は,回 答 のパ タ ー ンか

ら,(a)プ ラ ス感 情(敬 愛,親 しみ,か わ い い,

あ こが れ),(b)マ イ ナ ス感 情(無 関 心 ・無 関係,

良 い感 じで な い,き らい,こ わ い),お よ び

(c)プラ ス ・マ イ ナ ス不 明(か わ いそ うな 人)

に分 け られ る.回 答 は重複 選 択 式 で あ った.

① 昭 和 天 皇 の イ メー ジで は,"か わ いそ う

な 人"(56.2%,58.3%)が 最 も多 く過 半 数

を 占 め て い た.プ ラ スの 感 情 イ メー ジを抱 い

て い る人 は第1回 調 査 で47.7%,第2回 調 査

で は72.8%,反 対 に マ イ ナ スの 感 情 イ メー ジ

を 抱 いて い る人 は 第1回 調 査 で46.7%,第2

回 調 査 で26.8%で あ った.昭 和 天 皇 の イ メ ー

ジは第1回 調 査 か ら第2回 調 査 の 間 に大 き く

プ ラ ス の方 向 に 変 化 し,学 生 の 大 多数 が 「好

ま しい 」 とす る イ メ ー ジを 抱 くよ うに な った

こ とが 分 か る.

② 現 天皇 の イ メー ジで は,最 多 数 は"無 関

心 ・無 関係"(47.9%,33.8%)で,"か わ

いそ うな 人"(47.1%,27.6%)が2位 を 占

あた.プ ラ スの 感 情 イ メー ジを 抱 いて い る人

(26.7%,37.6%)の 方 が少 数 派 で,マ イ ナ

ス感 情 を抱 いて い る人(71.8%,49.9%)の

方 が 多 数 で あ っ たが,第1回 調 査 か ら第2回

調 査 の 間 に マ イ ナ ス感 情 の 有 意 な 減 少 とプ ラ

ス感 情 の有 意 な増 加 が 見 られ て い る.

③ 現 皇 太子 の イ メー ジは,現 天 皇 と同 様 に,

最 多 数 は"無 関 心 ・無 関 係"(45.7%,36.2

%)で,"か わ い そ うな 人"(36.1%,20.5

%)が そ れ に続 いて 比 較 的 多 か った.ま た,

プ ラ ス感 情 を 抱 いて い る人(22.9%,24.9%)

の方 が 少 な く,マ イ ナ ス感 情 を 抱 い て い る人

(80.0%,65.4%)が 絶 対 多 数 で あ り,第1

回 か ら第2回 調 査 の間 に マイ ナ ス感 情 の 若干

の減 少 が 見 られ るが そ の変 化 は有 意 とい え る

もの で はな か った.

④昭和天皇,現 天皇および現皇太子のイメ
ージを比較 して特徴的なのは,こ の順でプラ

スの感情イメージを抱 く者が多く,マ イナス

の感情イメージはその逆になっていることで

ある.特 にプラスの感情イメージとしては昭

和天皇に"か わいい"(26.0%,29.4%)と

いうイメージを抱 くものが相対的に多いのに

対 して,現 天皇(11.4%,9.2%)や 現皇

太子(3.6%,2.2%)で は少なく,昭 和天皇

のプラス ・イメージが 「年寄りの,無 邪気で,

かわいいお じいさん」という感覚的なところ

にあることがわかる.ま た三者に共通 してい

えることは,"あ こがれ"の イメージを持っ

ものがほとんど0で あることだが,こ れは象

徴天皇が 「国民のあこがれのようなものであ

る」とする憲法制定の趣旨とめ違いを見せて

いる.し か し,同 時に"こ わい"と するイメ

ージを持つ ものも0で あり,"利 用する者が

いれば大きな影響力を持つ"(38.0%,43.0

%)と いう認識とイメージとのズレは大きい.

5)マ スコミの洪水のような情報(情報操作)

は学生の意識にどういう影響をあたえたか

①表4は,2回 の調査において,「 昭和天

皇,現 天皇,現 皇太子のイメージ」を除いた,

同一内容の調査項目10について,第1回 と第

2回 調査 との同定ができた回答者164名 の

結果である.全 体として,第1回 と第2回 調

査に大 きな変化のある項目は少なく,回 答内

容か ら肯定 ・否定 ・中間に3分 類 した回答肢

3× 調査時点2の カイニ乗検定で5%水 準で

有意なものは,「2.皇 居前での祈檮や拝礼」

(P<0.025),「7.お 祭 りや行事の自粛」

(P<0.025)お よび 「9.自 粛(服 喪)ム
ー ドによる経済的影響」(P〈0 .005)の3項

目だけであった.特 に,政 府やマスコミの情

報操作が焦点を当てていると見ることのでき

る 「11.天皇の地位」,「天皇の戦争責任」,

「14.今 後の天皇制の在り方」そして 「15.

年号は,あ ったほうがよいか」に関しては,

肯定 ・否定意見の変化はあまり見られなかっ

た.有 意な変化の見られた3項 目では,い ず

れも肯定回答が増え否定回答が減るというも

一158一



N=164 
表 4. 第 1回調査と第 2回調査の比較(%)
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【11.天皇の地位】
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【2. その後の皇居前での祈祷や拝礼の報道を見て】
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【12.天皇の戦争責任】

1.悪いのは，軍部の好戦派，天皇はむしろ犠牲者.
2.天皇はむしろ平和主義者であり，戦争責任はない.
3. 日本人全体に責任，天皇ばかりを責められない.
4.天皇にも戦争責任はあるが，いま問題にすべきではない.
5. 当然，戦争責任はある.
6. わからない.
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【6. 天皇死去の哀悼番組について】

1.当然である.
2. すこしやりすぎだが，非難するほどでもない.
3. 哀悼の意を表する番組も必要だが，やりすぎだ.
4. ニュースで扱えばよい，特別番組は必要ない.
5. その他
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【13.天皇の，国の政治や経済への影響力】

1.ほとんど何の力も影響力も持っていない.
2.影の存在として、政治・経済にかなりの影響力.
3.経済にはないが，政治にはそれなりの影響力.
4.利用しようとするものがいれば，大きな影響力を持つ.
5. わからない.
6. その他
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1.自粛するのが当然である.
2. いき過ぎた自粛は問題だが，祭りや行事を派手にやるのもお

かしい.ほどほどが良い.
3. 天皇の病気(死去)はお気の毒だが，行事や祭りにはそれぞ

れ理由も意義もあるのだから，自粛云々はおかしい.
4. 天皇の病気(死去)と，国民の行事や祭りは， もともと直接

関係ないのだから，自粛云々もおかしい.
5. その他
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【9. 自粛ムードによる，経済的影響】
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1.あったほ方がよい.
2. あってもよいが，べつになくてもよい.
3. あってもよいが，公文書に義務づけるのは反対.
4. 西暦があればよいので，廃止した方がよい.
5.わからない.
6. その他

【15.年号は，これからもあった方がよいか】
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【10. 天皇タブーは今の日本にあるか】

1.非常にあると思う.
2. いくらかあると思う.
3. ほとんどないと思う.
4. 全くないと思う.
5. わからない.



r人間科学研究』文教大学 人間科学部 第15号1993年 上杉 喬

のであったが,こ の変化はマスコミ情報によ

るというよりむしろ,「 拝礼や自粛」の原因

としての天皇の病気 という事態と天皇の死去

という事態の違いによるものと言えそうであ

る.な お,統 計的に有意 とは言 えないが,

「13.天 皇の,国 の政治や経済への影響力」

に関し,"ほ とんど何の影響力も持っていな

い"が9%減 り逆に"利 用しようとするもの

がいれば,大 きな影響力を持つ"が8%増 え

た.こ れはマスコミの逆の効果といえるかも

知れない.

②表5は,「 昭和天皇,現 天皇,現 皇太子

についてのイメージ」の変化を見たものであ

る.昭 和天皇ではプラス ・イメージの項目が

大きく増えマイナス ・イメージのものが減っ

ている.特 に"敬 愛 ・親 しみ"の 増加が目立

っ.現 天皇で も,プ ラス ・イメージが増えマ

イナス ・イメージの減が見 られるが,特 徴的

なのは"か わいそうな人"と"無 関心 ・無関

係"の 減ったことである.し か し,現 皇太子

では第1回 と第2回 にほとんど変化は見られ

なか った.選 択肢9× 調査時点2の カイニ乗

検定の結果,昭 和天皇では1%水 準の,現 天

皇で は2.5%水 準の有意差が見 られ,現 皇

太子では第1回 と第2回 に有意差は見 られな

かった.

表5.昭 和天皇 ・現天皇 ・現皇太子についてのイメージ(複 数選択%)N、64

昭 和 天 皇 現 天 皇 現 皇 太 子
'88

.11'89.1'88.11'89.1'88.11'89.1

1.敬 愛を感 じてい る.

2.親 しみを感 じてい る.

3.か わ いいお じいさん(お じさん,人)

4.あ こが れを感 じて いる.

6.5

15.5

23.8

0.0

14.9

28.0

29.2

1.2

3.6

10.1

10.1

0.0

4.2

20.8

8.3

0.0

4.7

13.0

4.7

1.2

3.0

17.2

1.8

1.2

9.か わいそうな人 という感 じがす る. 53.0 61.3 45.2 29.2 31.4 20.1

5.無 関心,無 関係 である. 22.0 17.3 45.8 35.7 42。6 37.3

6.あ ま り良 い 感 じで は な い.

7.き らい だ

8.こ わ い感 じが す る.

11.3

7.1

0.6

5.4

3.6

0.0

16.7

5。4

0.0

8.9

4.2

0.Q

20.1

11.2

0.0

19.5

9.5

0.0

P〈0.01 P<0.025 P〈0.50

表6.第1回 調 査 か ら第2回 調 査への 変化の方 向(%)

肯定のまま 肯定の方向へ 中間のまま 否定方向へ 否定のまま 人 数

2.皇 居前での祈疇礼拝

6.天 皇死去の哀悼 番組

7.祭 りや行事の 自粛

9.自 粛の経済的影響

10.天 皇 タブー

11.天 皇の地位

12.天 皇 の戦争責任

13.天 皇 の影響力

14.天 皇 制の在 り方

15.年 号について

3.8

3.7

0.7

11.9

2.5

1.8

39.7

18.8

16.9

32.2

29.5

8.8

19.0

33.6

14.6

15.3

13.5

12.3

15.6

11.8

23.5

70.6

6.8

4.9

10.1

8.0

8.5

18.8

4.4

26.3

14.4

8.1

4.1

4.9

20.3

14.1

21.3

23.4

14.4

17.1

28.8

8.8

69.4

44.7

52.5

60.7

17.0

26.6

48.7

12.5

132

136

147

143

158

163

141

154

160

152

プラスのまま プラスの方向へ 中間の まま マイナスの方向ヘ マイナスのまま 人 数

16.昭 和天皇のイメー ジ

17.現 天皇の イメー ジ

18.現 皇太子の イメー ジ

33.6

13.7

10.1

32.2

29.5

17.3

7.4

5.5

5.0

10.1

13.0

15.1

16.8

38.4

52.5

149

146

139
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2.皇居前での祈祷礼拝

6.天皇死去の哀悼番組

7.祭りや行事の自粛

9. 自粛の経済的影響

10.天皇タブー

11.天皇の地位

12.天皇の戦争責任

13.天皇の影響力

14.天皇制の在り方

15.年号について

16.昭和天皇のイメージ

17.現天皇のイメージ

18.現皇太子のイメージ

天皇・天皇制についての意識調査

表 7.肯定・否定への変化とTV・ラジオの視聴(%)

ずっと， 番 組 を 始めだけ・
7日は視聴 ほとんど 人数

長時間視聴 選んで視聴 視聴せず

肯定へ 28.2 17.9 5. 1 48. 7 39 

否定へ 21. 0 15. 8 O. 0 63. 2 19 

肯定へ O. 0 33. 3 33. 3 33. 4 12 

否定へ 36. 4 9. 1 O. 0 54. 6 11 

肯定へ 17.8 25.0 10.7 46.4 28 

否定へ 50.0 16. 7 16. 7 16. 7 6 

肯定へ

否定へ

肯定へ 39. 1 13. 3 4. 3 43. 5 23 

否定へ 21. 9 34.4 6.3 37.5 32 

肯定へ 32. 0 12. 0 8. 0 48. 0 25 

否定へ 13. 0 21. 7 8. 7 56. 5 23 

肯定へ 36.9 21. 1 10.5 31. 6 19 

否定へ 20. 0 13. 3 6. 7 印 .0 30 

肯定へ 26. 3 26. 3 15. 8 31. 6 19 

否定へ 13.9 11.1 13.9 61.1 36 

肯定へ 20. 0 20. 0 4. 0 56. 0 25 

否定へ 26. 1 8. 7 13. 0 52. 2 23 

肯定へ 38. 9 11. 1 4. 6 44. 4 18 

肯定へ 26.9 3.8 11. 5 57.7 26 

肯定へ 18.8 25.0 8.3 47.9 48 

否定へ 26. 7 O. 0 33. 3 40. 0 15 

肯定へ 23.2 24.6 7.0 44.2 43 

否定へ 10. 5 15. 3 21. 1 52. 6 19 

肯定へ 16. 7 20. 8 12. 5 50. 0 24 

否定へ

全体

33.3 

23.8 

14.3 

15.9 

19.0 

11. 6 

33.3 

48.8 

21 

164 

③表 6は，各質問の回答肢を，内容ないし

結果として天皇または天皇制を肯定するもの

と否定するものに分類し，変化を， 1)肯定

のまま， 2)肯定の方向への変化， 3)中間

る.この間に学生達がマスコミ情報を含めさ

まざまな影響を受けたことが分かる.

④表7は，変化の方向と TV・ラジオの視

聴との関係を見たものである.ここでは，

(わからない・肯定否定不明など)のまま，

4 )否定の方向への変化，および 5 )否定

のまま，に分け比較したものである.表 4，

5では結果としての変化を知ることができた

が，ここでは，変化の内容を知ることができ

る.まず明らかなことは，表4，5ではほと

んど変化の見られなかった項目でも，肯定方

向と否定方向を合わせると，どの項目でも30

%以上の者が意見を変化させていることであ

「天皇の地位」や「戦争責任」では否定方向

より肯定方向の者が“長時問視聴"の率が高

くTV・ラジオの影響があったように見える

が昭和天皇・現皇太子のイメージ」では

否定方向の者の方が“長時間視聴"の率が高

い.また天皇の地位J i戦争責任j や，

「天皇の影響力」では否定方向の者の大多数

が“ほとんど視聴せず"の者である.意見の

変化が単純に視聴の関数でないことが分かる.
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